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1．　ゴウガティ小伝
　Oliver　Joseph　St・John　Gogartyは1878年8月17日，4人兄妹の長男とし
てアイルランドの首都ダブリン北部の5Rutland　Square　〔現在のParnell
Sqaure〕，　Eastに生まれた。父はHenry　Gogarty（1938　？－1891）といい，トリ
ニティ大学（Trinity　College）出身の内科医で，1869年以来上記の場所に住み，
開業医として成功した。ゴウガティ家は曽祖父の時代からだいだい医術に携っ
てきたが，このようなことはカトリック教徒の家系にあってはむしろ例外であ
った。なぜなら，1695年以来100年間というものは，イギリスの植民地政策の
一一一矧ﾂとしてカトリック教徒に徹底した政治的，社会的，経済的な不平等を強
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い，彼等が公職はおろか，法律家や医師といった専門職業に従事することさえ
禁じていたからであり，また法律的に解放されたからといって，それがただち
に新教徒の支配する社会でカトリック教徒が彼等と平等の地位を約束されたこ
とにはならないからである。
　ゴウガティがまだ幼少の頃，父は本宅のほかに当時のダブリンの北部郊外の
植物園の近くにFairfield　Houseというもとのアン女王（Queen　Anne，1665－
1714）時代の荘園を買い取った。この別荘の緑と静寂につつまれた環境の中で
少年期をすごしたことが，ゴウガティの自然と孤独に対する愛着をはぐくむの
に役立ったという。
　ゴウガティの父親のことはあまり知られていないが，ア1ルランドの南部に
猟場をもち，上流階級なみのきわめて優雅な生活を送っていたようである。だ
が，ゴウガティが影響を受けたのは，むしろ母親のMargaret　Gogarty〔n6e
Oliver〕からであった。彼女はどちらかとい・うと男性的な強い性格の持ち主で，
知性とユーモアにとみ，信仰心に篤く，子供たちに対しても宗教的な厳格さを
要求した。ゴウガティはこの母親から巧みな話術と旺盛な活動力を受けついだ
という。彼女は夫の死後も女手ひとつで4人の子供を育て，立派に本宅と別荘
をまもり通した。
　ゴウガティはまずダブリン市内のアイルランドキリスト教教育修士会（The
Irish　Christian　Brothers）（1）の経営す．るRichmond　Street　Schoolに入学した。
彼はこの学校ではじめてアイルラ’ンド語を習い，またユークリッドの幾何学の
定理から明快な文体を学んだ。なお，当時はそれほどつき合vがあったわけで
はないが，彼よりも低学年に後年のジョイスの友人で，一般にはジ’ヨイスより
もすぐれた才能の持ち主と考えられていたトマス・ケトル・（Thomas　Michael
Kettle，1呂80－1916）がいた。
　父の死後，繹済的な理由もあってゴウガティはシャノン（The　Shannon）河
畔のある寄宿学校に転校した②。だが，在学期間数ケ丹で心身と，もに憔伜のす
え・今度はイギリスのランカシア（Lancashire）郡，ウオニリ．IWhallρy）村の
近くのストウニハーストu：カレ財ジ（Stonyhur＄t　・　College）にみ学した。1この
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古い伝統をもつイエズス会の学校は，ゴウガティにいわせると，「宗教的な牢
獄」（3）で，彼はもっぱらスポーツや討論にわずかな救いを見出していた。
　1895年頃ゴウガティはアイルランドに帰り，大学入学前の1年間をクmンガ
ウズ・ウッド・カレッジで過した。この学校はPの読者ならすでにある程度な
じみがあるはずだが，当時のアイルランドにおける代表的な初中等学校であっ
た。彼はこの寄宿学校で本来の精気をとり戻し，たちまち全校の人気者になる
とともに，フットボールやクリケットのリーダー格として活躍した。ラブレ風
の戯詩に手を染め，また後年に一流の選手として頭角をあらわした自転車競技
に親しみ始めたのもこの時期であった。ケトルと再．会してますます敬愛の度を
深め，溺れかかったクロンガウズの生徒を救って万能選手ぶりを発揮した。彼
の水泳の腕前はその後も何度も人命救助に役立ったばかりでなく，やがてみず
からが九死に一生をうる手だてになる。とにかく，クロンガウズ・ウッド・か
レッジではおなじイエズス会の学校でありながらのびのびと個性をのばすこと
ができ，楽しい想い出のみが残ったようである。
　1896年，ゴウガティはアイルランド王立大学（The　Royal　University　of
Ireland）に所属するカトリック大学医学校（The　Catholic　University　School
of　Medicine）に入学した。アイルランド王立大学というのは大学とはいっても
名ばかりで，実際は資格検定試験の実施機関ないしは予備教育機関であり，医
学関係者を除き，愛験者はかならずしも予備教育機関に在籍する必要はなかっ
た。また政治的な妥協の産物であるこの大学は教育機関としてはいわゆる蛸足
大学で，アイルランドの全土に散在する各種の男女カレッジを包含し，ジョイ
スが在籍したユニヴァシティ・カレッジ（University　College）に本部を置い
ていた。このように王立大学は性格の不明確な寄合所帯であったために，1591
年にオックスフォードやケンブリッジのトリニティ・カレッジの姉妹校として
創立された英国国教会系のトリニティ大学〔ダブリン大学（The　University　of’
Dublin）ともいう〕とは趣を異にし，教育程度もあまり高いとはいえなかった。
　ゴウガティは王立大学に在学中，昼はもっぱら1マイル・レースのイギリス
およびアイルランド選手権保持者チャールズ・ピーズ（Charles　Pease）ととも
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に自転車競走の練習にはげみ，夜は夜で医学生の伸問と飲み明かし，あるいは
またいかがわしい界隈をほっつき廻ったりして学業のほうはさっぱり顧みなか
った。そのために医学の勉強はトリニティ大学ではじめからやり直さなければ
ならなくなったが，しかし彼は王立大学での2年間がけっして無駄ではなく，
親しい友人が得られたことで充分に意義があったといっている。当時からの親
しい友人としては，医学生エルウッド　（John　Rudolf　Elwood，　d．1931・？）
〔“Temple”in　P＆SH〕，おなじく医学生プロドリック（Simon　Broderick）（4）
らがいた（5）。
　息子の成績に業をにやしたゴウガティ夫人は，敬慶なカトリック教徒として
一抹のうしろめたさを感じながらも，1898年9月，ゴウガティをトリニティ大
学に入学させた（6）。当時のトリニティ大学はいまだかつて例を見ないほどの高
い知的レベルを誇り，名学長〔1888－1902年在任〕として誉れが高く，また有
名な数学者で神学者でもあったサマン（Rev．　George　Salmon，1819－1904）（7）の
もとに黄金時代を形成していた。なかでもとくにギリシア・ラテンに関して
は，ギリシア語のティレル（Robert　Yelverton　Tyrrel1，1844－1914）〔1880－98
年在任。のち古代史を担当く1900－4）〕およびビュアリ（John　Bagnell　Bury，
1861－1927）〔1898－1902年在任。近代史を兼担（1893－1902）。のちケンブリッ
ジ大学教授〕，ラテン語にパーマ　（Arthur　Palmer，1841－97）〔1880－97年在
任〕およびパーサ（Louis　Claude　Purser，1854－1932）〔1898－1904年在任〕，古
代史にマハフイ（Sir　John　Pentland　Mahaffy，1839－1919）〔1871－1900年在任。
のち学長になる（1914－9）〕，それに古典学者ではないが忘れてはならない人物
として，イギリス文学のダウデン（Edward　Dowden，1843－1913）18｝〔1867－
1913年在任〕といった鐸鐸たる学者たちを擁していた。これらの教授のうちと
くにゴウガティが影響を受けたのはマハフィ，ティレル，それからのちに道徳
哲学の教授〔1901－34年在任〕になったマクラン（Henry　Stewart　Macran，1867
－1937）である。
　まずマハフィ教授であるが，彼は世間的にはもっとも有名で，その多才さは
驚くべきものがあった。専門のギリシア史はもちろんのこと，エジプト学，哲
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学，さらには音楽にも造詣が深く，母校の歴史に関心を示すかと思うと，アイ
ルランドジョージ王朝協会（The　Irish　Georgian　Society）を設立〔1909年〕し
てダブリンに残る当時の代表的な建築物の写真集を出版したり，その時代の社
会生活に関する書物を著わしたりする。若い頃はクリケットや射撃の選手とし
て鳴らし，釣にかけても一流の腕前，おまけに競走馬については生き字引どう
ぜん。社会的な地位と名誉に生涯を賭けた男として，これらの豊富な知識や経
験が彼の世間的な栄達に役立ったのはいうまでもないが，彼の場合はそれに加
えるに，それらの知識を駆使する機智にあふれた当意即妙の話術がそなわって
いたのだからまさに鬼に金棒といわなければならない。彼が社交会の花形とし
て上流社会にもてはやされたのもいつにこの点にあった。
　世紀末文学の闘将で，また社交会の寵児であったオスカ・ワイルドは1871年
に入学して以来3年間，トリニティ大学でマハフィ教授に可愛がられ，ギリシ
ア文化に対する愛好心を呼びさまされるとともに，師から巧みな話術を伝授さ
れた。ゴウガティはマハフィにとってワイルド以来の愛弟子で，彼もギリシア
人の世界に親しむとともに，師が芸術の域にまで高めたという社交の武器〔現
にマハフィにはThe　Art　of　Conversation（1889）という著書がある〕を手に
入れることができたのである。
　だが，ゴウガティがもっとも敬愛し，また詩作のうえで決定的な影響をこう
むったのはティレルであった。実際教授の学生に対する影響力というものはま
ことに絶大で，その点ダウデンと双壁といってよく，およそ文学に関心のある
学生で一度もその講議の魅力にとらわれたことのない者はいないといっても過
百ではなかった。もちろんゴウガティも例外ではない。いやそれどころか，彼
とティレルとの間にはいつしか師弟の関係を越えた友情が通いはじめ，ティレ
ルはしばしばゴウガティのフェアフィールドの別荘を訪れては，時のたつのも
忘れて談笑し，識らずしらずのうちに若い友人を古典文学の精髄に参入させ
た。かくてゴウガティはそれまでのエリザベス朝やスコットランドの詩人，さ
らにはヴィヨンのほかに，ギリシア・ラテンの文学に対する理解と愛好を深
め，みずからも詩作において古典詩の韻律を試みることによって，ますますス
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ウィンバーン（Algernon　Charles　Swinburne，1837－1909）との親近性を増大し
ていったのである。
　最後にティレルに関して見逃してはならないのは，彼もアイルランド人の例
にもれず巧みな話術の持ち主であり，しかもその調刺的な機智がゴウガティに
なんらかの影響をおよぼしたと考えられる点である。すでに指摘したように，
ゴゥガティも生まれながらにして話術にたけ，ひとの注意をひきつけずにはお
かない健康な譜誰家ではあるが，ムア（George　Augustus　Moore，1852－1933）
から「大嘲笑者」（the　ArchMocker）（9）の称号をたてまつられた後年の彼は古
典文学の教養ゆたかなティレルの温床（10）をぬきにしては考えられないような
気がする。
　ゴウガティはティレルを通じてマクランを識り，ふたりはさっそく親交を結
んだ。このマクランという哲学者は徹底したヘーゲル支痔者で，その傾倒ぶり
は彼の“哲学はターレスに始まりペーゲルに終る」（“Phii6sophy　begins　with
Thales，　and　ends　with　Hege1．”）（11）という信条にうかがわれる。だが，ゴウガ
ティが影響を受けたのはヘーゲル学者としてのマクランではなく，形而上学的
な思考方法の基礎をたたき込む，いわば知的な調教師としてのマクランであ
る。お蔭でゴウガティはイギリスの詩人たちがややもすればおちいり勝ちな哲
学と詩の混濡を避け，概念を詩の世界から閉め出すことによってその純粋性を
たもつことができたのである。
　後年ゴウガティはこの3人を哀惜して，
We　might　as　well　just　save　our　breath，
There’s　not　a　good　word　to　be　said　for　Death
Except　for　the　great　change　it　brings：
For　who　could　bear　the　loveliest　Springs
Touched　by　the　thought　that　he　must　keep
Awatch　eternal　without　sleep～
But　yet　within　the　ends
　　　　　　　　　－46一
Of　human，　not　eternal　things，
We　all　resent　the　change　it　brings：
Chiefly　the　Ioss　of　friends：
Tyrrel1，　Mahaffy　and　Macran，
The　Iast　the　gentlest　gentleman，＿（12）
〔Elegy　on　the　ArchPoet　Wi〃iam　Butler　Yeats　Late！y　Dead〕
口に出して語るまでもない。
死はつねに否認され，それがもたらす
偉大なる変動のみが弥賛されるのだから。
廻りくる春，それがどんなに美しいからといって
片時の眠りもなく永遠に眺め続けなければならないとしたら
誰がその美に酔い痴れてなどおれるだろうか。
だが，永遠の世界はいざ知らず
人間の境涯においては
死がもたらす変動を怨まない者がいるだろうか。
ことに友人たちを失った場合は。
アィレル，マハフィ，そしてマクラン，
なかでも最後は最高に心やさしい紳士の典型……
と詠ったが，彼がこれら3人の教授たちから受けた影響というものは彼の血流
にギリシア人への飽くなき憧憬とその伝統を注入し，生涯を通じて小止みなく
脈打ちつづけるのである。
　だが，トリニティ大学に入学したといっても，別に彼の生活態度に変更が生
じたわけではない。いや，これまで以上に奔放に自分の可能性を試み，およそ
医学以外のことなら往くとして可ならざるはなかったのである。ひとを食っ
た，ラブレ風の戯詩やもの真似でみんなを笑わせるかと思うと，機智縦横，話
題にこと欠かず，ダンディー然と澗歩して，つぎつぎに巷にスキャンダルの種
子をまき散らす。そうかと思うと，作詩で金賞を3年連続獲得して開校以来の
　　　　　　　　　　　　　　　一47一
新記録をうち樹てる。自転車競争にかけては学内に敵なく，入学の翌年に20マ
イル・レースでなんなくアイルランド選手権を手のうちに収め，海外に勝利の
歩を進ある。そして1901年に自分を妨害しようとした男たちを罵倒して出場停
止を命ぜられるや，以後いっさい自転車には手も触れず，もっぱら閑静な山道
を渉猟し，あるいはまたダブリン湾を游泳レて自然の懐に抱かれ，急を見ては
日頃の腕にものをいわせて，急流もものかは人命救助に立ちむかう。事実ゴゥ
ガティは1898年から1901年にかけて三たび感謝状を授与された記録が残ってい
る。
　だが，彼の活躍はこれにとどまらなかった。夜は医学生の特権を利用して淫
売窟（“Kips”（13））に入りびたり，「男殺しのネリ」（Fresh　Nelly（14））の尻圧
や涌出量を計測したりして汚辱のどん底に精神の醗酵を翼求した。しかし，ゴ
ウガティはだからといってそこにくり拡げられる悲惨な人生模様に眼を閉ざし
ていたわけではない。彼は医者としてその人生の暗黒面を観察し，後年文学作
品を製作するうえに役立てることになる。それはとにかく，ゴウガティとしば
しば行をともにして煉獄の浄火に焼かれることを願った者は，コズグレイヴ，
エルウッド，プロドリック，そして「医学生の相棒」（“amedical　student’s
pa1”（15））のジョイスであった。
　　　　　　　　　　　　　　　（未　完）
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注〈1）正式にはThe　Roman　Catholic　Male　School　of　the　Christian　Brothers，　North
　　Richmond　Street〔1828年創立〕という。ところでアイルランドキリスト教教育修士
　　会というのは，しばしば混同されるラ・サール修士会，すなわち1684年にSt．　Jean・
　　Baptist　de　la　Salle（1651－1719）が貧しい青少年の教育事業を目的として，フラン
　　スのラーンス（Reims）に設立したキリスト教学校修士会（L’lnstitut　des　Frさres　des
　　ecoles　chr6tiennes；Fratres　Scholarum　Christianarum）とは別の団体で，アイルラ
　　ンド南部のWaterford市で永らく食料品商を営んでいたEdmund　Ignatius　Rice
　　（1762－1844）が貧民の子弟の悲惨な状況をみるにみかねて，1802年，ド・ラ・サー
　　ルを範として同地に設立したのがこの修士会である。その後1820年にはローマ法王
　　によって公認され，いまやアイルランドの主要都市，イギリス，北アメリカ，オー
　　ストラリア，インドに200もの初中等教育機関をもつまでに発展した。
　　　Richmond　Street　Schoolは修士会の経営する教育機関としてはもっとも規模も大
　　きく，また有名で，在校生はかならずしも貧困家庭の子弟のみとは限らなかったよ
　　うである。経済的な理由でClongowes　Wood　Collegeを中途退学したJames　Joyce
　　（1882－1941）も，1893年頃一時この学校に通ったことがあった〔JJp．35〕。ゴウガ
　　ティの父親は修士会がアイルランドにおけるもっともすぐれた教育団体だというの
　　で息子をこの学校に入れたらしいが〔ITTY　p．20〕，　Pからもうかがえるように〔Op．
　　cit．，　pp．78＆192－3〕，ジョイスや彼の両親は反対に軽蔑し，むしろイエズス会
　　（The　Society　of　Jesus）の教育を高く評価していた。
　　　なお，Uの第10挿話でJohn　Conmee神父（1847－1910）がPaddy　Dignamの遺児
「を修士会の学校に世話してやるために，まず話をもちかけようとしている“Brother
　　Swan”〔Op．　cit．，　pp，206／216／280／219〕というのは，当時おなじく「修士会経営の
　　The　O’Brien　Institute　for　De＄titute　Childrenの校長をしていたReverend　Brother
　－William　A．　Swanのことで〔SS　p．14〕，ゴウガティが通学していた頃のRichmond
　　Street　Schoolの校長であった〔ITTY　pp．20＆200〕。　　　　　’．．
（2）　どういうわけか，TISではRichmond　Street’Schoolもこの学校も言及されていな
　　い。後者については，自伝でも“athird・rate　boarding　school．　The、prospectus
　　read：　‘・situated　on　a　gentle　eminence　rising・from　the　Shannon，．，，〔ITTY　p．26〕
　　とあるにすぎない。
（3）　ITTY　p．28＆TIS　p．5．
（4）TISでは，後年のジョイスやゴウガティを中心とする医学生の仲間のひとりとし
　　て名前が挙げられている〔Op．　cit．，　p．53〕が，不思議なことに，幽ジョイス’関係の回
　’顧録や伝記ではいずれも言及されていない。
　　　ゴウガティは王立大学に在学中，アイルランド文芸復興運動ならびにゲール語の
　　復活に多大の貢献をしたGeorge　Sigerson（1838－1925）’〔Cf．　U’pp．　181／190／246／192〕
　　に動物学を学んだ。そのとき使った教科書はあまりにも大部で，とうていゴウガテ
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　　イらのような怠惰な学生の手におえるものではなかった。そこで日頃から数名の友
　　人の間で責任分野をきめ，質問されたときにはそれぞれの担当者が代表して答える
　　ことにしていた。この仲閻のひとりがブmドリックで，試験ではたまたま自分の担’
　　当分野から出題されたために彼ひとりが合格し，あまつさえ賞をもらったという
　　〔ITTY　pP。31－2〕。なおT10によれば，プロドリックはアイルランド南部Cork郡
　　の海港で，彼の郷里のYoughal（ヨール）市で開業している。
（5）　ゴウガティによると，彼がはじめてジョイスを識ったのは王立大学在学中であり
　　〔ITTY　p．30〕，また，当時からの友人としてジョイスのほかに，　Vincent　Cosgrave
　　（1878～－late　1920s）〔“Lynch”in　P，　SH＆U．“Cosgrove”とあるのは間違い〕
　　とFrancis　Joseph　Christopher　Sheehy・SkeMngton（1878－1916）〔“MacCann”in　P
　　＆SH〕の名を挙げている〔lbid・，　p・31〕。だがこの証言には疑問がある。
　　　ゴウガティとジョイスが識り合った時期については，エルマンはジョイスが疎遠
　　になったJohn　Francis　Byrne（1879－1960）〔“Cranly”in　P，　SH＆U〕との交友に
　　かわるものとして新しい友情を求めていた時期，’すなわち1903年を暗示し〔JJ　pp．
　　120－1〕，オウコナは1901年夏と明記している〔TIS　p．64〕。ところでPadraic　Colum
　　（1881－　）によれば，彼がはじめてジョイスに会ったのは1901年か翌年はじめの
　　Lady　Isabella　Augusta　Gregory（1852－1932）の主催する夜会の席で，そのときジョ
　　イスはゴウガティといっしょに部屋のすみに坐って，グレゴリ夫人やWilliam　Butler
　　Yeats（1865－1939）が近く上演する劇のことで協議しているのを黙って聴いていた
　　という〔OFJJ　pp．10－2〕。もしこの言葉が正しいならば，1901年か1902年のはじめ
　　にはジョイスとゴウガティの友情は成立していたことになり，エルマンの説は分が
　　悪くなる。もっとも，オウコナ説もそれを裏づけるような根拠がなにも示されてい
　　ないので全面的に肯定するわけにはいかないが，かといってそれを否定するに足る
　　反証があるわけでもない。そこで，ここではひとまずオウコナ説に従っておく。
　　　つぎにシーヒ＝スケフィントンの問題であるが，彼はゴウガティも指摘している
　　ように，本来ジョイスの友達であり，おそらくジョイスを通じてゴウガティを識っ
　　たと思われるので，とうぜんその時期も，ジョイスとゴウガティが近づきになった
　　1901年夏以降のことでなければならない。またジョイスがコズグレイヴを通じてで
　　はなく，たまたま国立図書館でゴウガティと識り合った〔BKp．　174＆JJp．21〕こ
　　とを考えると，むしろジョイスを通じてゴウガティとコズグレイヴが親しくなった
　　ことが想定され，その時期についても，シーヒ＝スケフィントンの場合とおなじこ
　　とがいえることになる。
（6）　ゴウガティがトリニティ大学に入学した時期についてはふたつの説がある。ひと
　　つは本文の1898年とする説であり〔TIS　p．7〕，もうひとつは1899年説である〔JAJ
　　p．188記載の王立大学入学の時期1897年から算定した〕。例によってオウコナは自
　　説の根拠を明示していないので選択のきめ手があるわけではないが，ここでは便宜
　　上ゴウガティの唯一の，しかも本格的な伝記の著者に敬意を表して1898年説を採用
　　しておく。
一50一
（7）Cf．upp．153／162／209／164，eta1．　なおアダムズが指摘しているように，サマン
　　師は1904年1月22日に死亡しているから，ブルームがUの舞台をなすいわゆる
　　“Bloomsday”の1904年6月16日に彼が健在であるかのように考えるのはアナクロ
　　ニズムということになる〔SSp．56，n．3〕。
（8）cf．　u　pp．192／201／262／204＆202／211／274／214．
（9）　Sp．133．
（10）　Cf．‘‘＿that　gowned　man　who　loved　to　foster／My　waking　wits，　Tyrre〃us
　　noster”　〔Perennial〕　〔CP　p．56〕．
（11）　HTC　p，237．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L（12）　CPp．205．
（13）cf・upP・188／197／255／199　　“where　did　you　Iaunch　it〔＝the　telegram〕from　？
　　The襲ps～No・college　Green・”〔アンダーライン筆者〕＆Ibid．，　PP．409／420／561／428．
（14）Cf．　Pp．116，　u　pp．202／212／275／214，　et　al＆CP　p．120一
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〔The　Old　Woman　of　Beare〕
　ジョイスの弟のStanislaus　Joyce（1884－1955）によれば，“Fresh　Nelly”はジョ
イスとは寝たことはなかったが，彼のお気に入りの娼婦で，彼女の方でもジョイス
の美声に夢中になり，あるとき室内便器の用便の音で歌の伴奏をしようといい出し
たことがあった〔話は違うが，ジョイスの詩集Chamber　M廊s’‘（1907）の題名はあ
る未亡人の“chamberpot　music”からヒントを得たという説がある。原拠はゴー
マンの伝記（GJJ　p．116）〕。彼女はもともとゴウガティの馴染みであったらしく，蔵
書を売って生計を立てなければならないほど困窮していたジョイスが，1904年の
Feis　Ceoil（；music　festival）〔1897年以来毎年開かれるアイルランド楽壇の登竜門〕
に参加するとゴウガティから聞かされ，感激のあまりジョイスに惚れこみ，彼のた
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　　めになら自分のものはなんでも提供するといったということである〔DDp．30〕。
　　　なおttゴウガティの詩に出てくる“Mrs．（Annie）Mack”〔cf・upP・452／466／599
　　／475〕というのは，Mecklenburgh　street〔現在のwateでford　st・’（westem　pa「t）
　　とRailway　St．（eastem　part｝で，彼女の娼宅は後者にあった〕で手広く淫売宿を経
　　営していた名代の業突張りの女将で，彼女の家は繁盛し1ためにその界隈一帯が
　“Mack－town”と呼ばれるほどであった〔TIS　p．56＆JJ　p．378〕。
（15）　AIGSS　p．297．
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